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第一回研究会 とい うよりはむしろ二来年一月に予定 してい る研究会 (基研)の




参加者は 松原 ,碓井 ,山本 ,投出 ,都築 ,日中 (以上京大)､中野 ,青森




























Ⅴ･L･PokJroysky･x3T申坐 (1964),2093)をめ ぐっての討論に集中 され3
たO この論文では も の近傍で ダ なるexcitationの解が存在することが示
され､ これに よって比熱のiogarithmicsingularity が説明でき･るとす
る ものである｡このlogari七hmicsingular土もyは磁性鉢の相転移､あるい
は分子性結晶の回転転移などにおいて も見られ ることが示唆されこ その熱力学
的な考察が山本氏により行われた｡ 阿部氏は具体的に､ 工si工1gSPin の場合
についてIiorWitz-Callenの展開をSi皿Plify して､適当なグラフを拾い
凄めることにより､対相鴎のフー リエ成分が V短.)- q藻 となり､ これか ら比
熱の対数発散が期待出来 ることを示 したo しか し､対数発散は帯磁率の温度依





e励 -A伊で与えられ る場合の比熱d)温度依存性を挙げてお くと次のように
なる｡
α No ■C CⅤ- p
α>3 -0 壬
3.~3>a>-2ー -連 続 可 TiJo｢(2-吉)
_3α= - .-~2 L ∴ 叩 ,ya 連 続 - 2n日工Tol
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安定になってい るとしたのでは､ form factorやその他の実験的異常 性を説
明することができない と指摘 したム 2日目の午前中には､まず､H]agneもite
の transitionの簡単な モデルによる考察が説明され､chargeの tetra-
bedralneuもralityを条件 として対相関が得 られ ることが示されたoこれ
は二時間グ リー ン関数によって もneutraliもy の条件 を考慮 しなが ら求めら
れ る可能 姓があると指摘 された｡ 磁気吸収の転はスピン対椙韻の温度 変化に よ
って､ ferro,antiferroいずれの場合 も定 性的には説 明がつ くが､比密的高
温 側か ら (Tcの数倍に及ぶ もの もある)幅の変化が革 められ ることや､主ine
shapeの変化な ども含めて定量的な一致が得られ るか〉どうか も確かめるために
は巾 ,､あ るいは能率 などの数値計算をあたってみる必要があると指摘 されたO
立木氏は Cu-Au 合金の長周期構造について, ‰ n,･五位由を 工S瑠 皿Od-el
に より､Burdichが計算 したCuの energybandを用いて計算 し､Cu,
Auの 配列に ともな払う亀頭 の下 りは,実験で観測 されてい るqにほぼ等 しい
所で もつ と大 きいことが示された｡
その他､ 2 ,3のコメン トがあったが､ その詳細を報告することは割愛 して､
最終日に行われた ｢まとめ｣を引用 しなが ら個々の問題の位置づ けをしてみる.
I-.問題の整理
(1巨､ミル トニアンを探す段階




比 熱の対艶発散の問題 (二次の相転移の問題)等 .
-10えー
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以上の ように､大きく三段階に分けて考 える事が出来 ると思 う｡ この見方は




移をよ り一般的に理解す ることが出来 るような統一的見解はない ものだろうx),
と云 う間題意議が当然生れて くるO このような理解の仕方 としては､
(1) Landau,Tis2laの理論にそって二次の相転移の轄徴づけを行う･.工 .i
(2〉 モデル的統一化
が考えられ る｡ 山本の報告は(1日こ含まれ ると考えられ るが､ これは今後の間題
であろう｡
(2)の tモデル的統一化 'について少 し詳 しく書いてみる.
(2-a)変位塾
(2-b)工singモデルで代表され る塾
格子気鉢 ,合金 ,回転転移 ,強磁性 ,マグネタイ ト 等｡
(2-C)ベク トルそ ピン系
強磁性 ,マグネタイ ト (kinetic.energy を無視出来ない場合
例えばK王事)04), 超流動 (格子モデル を含む) ,超電導等量子
効果が本質的である場合
ところで､今までの話では､二次の相転移では､比熱の対数発散が本質的で
あるように見えるが､はたして一般的 でありうるか とい う疑問はまだ残ってい
る. いまだ十分豊富な実験デー タは蓄積されていないがt見方によっては､比
熱が対数発散 しないと考えられ る場合 もありうるか も知れない o この間題を
理解す るために古手現象論的な考察を深め､ もし一般的でないとすれば, どのよ
うな条件の もとで､対数発散 しないか (す るか)を知ることが出来れば面白い
と思′う｡ この同じ間題には､orもhodoxな方法による基礎づげの努力 もなされ
.ヽ
るべ きであると患 う. すでにある理論を足場に出発 しようとすれば,Ga)Lee一
一103-
研究会報告
Yangの方法 ,阿 グラフ展開法 ･が考えられ るが､後者については､不完全気
体の琴論か ら､ ‡singモデルから､BCSモデJt/か ら出発 しを菜15-0
グラフ展開法 と関連 して､ グリーン関数法について.の注意がなされたが､ こ
れは割愛 させて頂 く ｡
又､正二攻法梅 にグラフ展開法は最 もroorな方法ではないか とい う批判がな
されたことも記 してお く ｡
ⅠⅠ王.統計力学の発展
今後の統計力学の発展の方向 として､相転移 と非可逆過程をいかに して統一
的に記述す るか とい う点について､ー松原の意見が述べ られた｡ それは次の よう
な図表にまとめられると思 うO
車 .･.i .･..i 'i=i■●'~~~ 国
: : - ･､
.P
_-/i IJ
非可逆通巻の統計力学か ら目標の ? -はBogoユj_ubovの density 展開
にある条件 (例えば温度)でsingularityが軍われ､ それを虚 しくとり込む
七 とにより発展 出来 るであろ うo
Iを 筆者の理解力の不足で十分間琴を整理 して報告 も出来ないが,諸賢に取って
毒性､_-容易に御理解額えるものと安心することに してい るO又ー記憶が不正確で
~あるこため,報含 むれ､ あるいは誤ったことを報告 しているか も知れ ないが､ こ
の倉持に繍容じゃ願いたいと思 う｡ (世話人記)
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